
｢売上管理Pro（金属加工業向け
カスタマ管理Pro）で経営力アップ！

システム導入事例

受注から請求までの業務を一元管理

金属加工の不可欠な基幹システムに

～株式会社川熱(神奈川県綾瀬市)～

　金属の熱処理や表面処理、塗装などの一貫した設備を持ち、小型から大型の

金属を加工しているのが、神奈川県綾瀬市に本社を構える「株式会社   川熱」で

ある。車のボディをプレスする大型機器プレスのフレームや、旋盤やフライスな

どの各種工作機械の部品、プラント配管部品など多種多様にわたる。その数は

受注書にして年間約1万枚。そうした加工物を、受注から請求まで一連の業務と

してきっちり把握したいとMNJ羅針盤シリーズ「売上管理Pro」(金属加工業向け

カスタマ管理Pro)を2020年8月に導入した。経営情報販売管理ソフトとして国

内の流通業や飲食店業などにおいて定評のあるMNJ羅針盤シリーズだが、金属

加工業でも威力を発揮している。具体的にどのように活用されているのか詳しく

見てみよう。

●多種多様な加工物を製造

　金属加工において多岐にわたる機器や部品

を製造する川熱。中でも独自技術で市場を拡大

しているのがブラスト・塗装だ。

　熱処理を施した金属は、酸化によって「熱錆」

と呼ばれる錆が生じる。製品に「防錆処理」を施

すには熱錆を取り除く必要があり、これを除去

するのが「ブラスト」という表面処理方法である。

ブラストできれいに磨かれた金属に、防錆加工

やコーティングなどの塗装処理が行われる。塗

装も製品の種類・用途などに合わせ同社独自の

高度な技術を生かしている。

▲川熱本社

金属加工業でも威力を発揮！

2021年11月取材

MNJ シリーズ

▲用途・目的に応じてさまざまな熱処理加工を行う

ッフだ。導入したのはMNJ羅針盤シリーズ「売上管理Pro」(金属加工業向けカスタマ管理Pro)

である。MNJ羅針盤シリーズ「売上管理Pro」(金属加工業向けカスタマ管理Pro)購入にあたっ

ては、事業者は最大450万円の補助金によってITツールを導入できる中小企業向けの「IT導入

補助金2020」を活用し、2020年8月に導入した。

●きめ細かなカスタマイズとは

部署間の情報共有をスムーズに

　取引先に発行する受注書作成は何よりも重要な業務だ。受注者が受注内容を明記すること

で、発注者との契約が取り交わされる。川熱にとってみれば、受注から請求・入金まで一貫した

作業の流れがここで明確になる。受注書には川熱独自の項目も入れる必要があった。そこでの

微に入り細を穿つきめ細かなカスタマイズがMNJ羅針盤シリーズ「売上管理Pro」(金属加工業

向けカスタマ管理Pro)導入の大きな決め手となった。

　独自の項目では得意先から持ち込まれた資材の情報や各得意先との取引条件を、受注伝票

「IT補助金2020」を活用

　同社の滑り止めの加工技術も注目されている。

雨の日の濡れたマンホールの蓋、タイル、ステップ、

階段、床などは、非常に滑りやすく危険な状態にな

っている。そうした個所に川熱の滑り止めの加工

技術が活用されている。ちなみに、JR山手線ホー

ム柵(転落防止)工事の仮設足場に全線採用されて

おり、一般車道への適用も可能だという。

　同社総務部部⾧の井出明子氏は、「当社の加工

物は熱処理から塗装まで一貫した設備をもち、小

さい品物からトレーラー輸送できる大きな品物ま

で加工できる」と話す。

　こうした多種多様な加工物は、受注書にすると

年間約1万枚に及ぶという。それを受注から請求ま

で一連の業務としてきっちり把握したいというの

が川熱の要望。それをきめ細かなカスタマイズで

応えたのが、メディアネットワークジャパンのスタ

作成時に詳しく入力する。それによっ

て、加工が完了し商品を出荷する際

には、入荷時（受注時）の情報を自動

で引継ぎされるため、ミスなく出荷作

業へとつなげられる。

　商品の出荷処理をする際、自動的

に受注伝票が売上伝票へと切り替

わる。納品書や請求書などの発行作

業は担当部署で再入力する手間が

省けるので、スピーディーにスムー

ズに行えるというわけだ。

　部署間の情報共有をスムーズに

図る工夫も凝らした。例えば、「熱処▲受注伝票作成には取引先の条件を詳しく入力



▲コンクリート構造物の早期劣化を防ぐ塗装技術も開発
　（エボキシ樹脂塗装装置）

らを伝票上に記載することにより、得意先の条件検索や受注／売上集計などで任意の条件のデ

ータを引き出すことができるからだ。

得意先の入出金をいつでも確認できる

　売り掛けによる売り上げ、各得意先の「締日」に合わせた請求書発行処理や「支払条件」に合

わせた入金処理などもカスタマイズした。得意先各社の「締日」によって自動集計され一覧表示

されるという優れたプログラムだ。この機能により、ほぼ毎日取引のある得意先であっても、「い

ついくら売り上げ」て「いついくら入金した」かが、明確に把握できるようになったという。得意先

ごとの入出金管理では、さらにカスタマイズを重ねた。各顧客マスター上で任意の期間を指定

し、その期間内の売り上げと入金状況を時系列に表示できるようプログラムしたのである。「明

細ではなく案件ごとのレベルで一覧表

示したい」という川熱の要望に応えた

ものだ。

　「売り上げと入金が個別に追えるの

で得意先の状況がつかみやすく、得意

先の請求書に応じた集計ができるので

助かっている。また、経営トップが経営

を正しく判断するにはさまざまなデー

タが必要。メディアさんは当社が要望

するデータを正確に引き出せるシステ

ムを構築してくれた」(井出氏)。

　MNJ羅針盤シリーズ「売上管理Pro」(金

属加工業向けカスタマ管理Pro)の導入

を機にネットワークを「VPN(バーチャ

ルプライベートネットワーク)」に変更し

た。現在、本社工場(4台)、第二工場(1

台)、岩手前沢工場(1台)の3工場で稼働

している。VPNは低コストでネットワー

クを利用できセキュリティにも優れて

いる。本社工場と各工場、各工場同士の

理指示書」では、それを入力し印刷

できる機能をカスタマイズで追加し

た。カスタマイズでは得意先より持

ち込まれた加工前の資材を、温度や

加工方法などにおいてどのような条

件で行うのかを細かくデータ入力す

るようにした。そのデータは加工担

当の技術者へ情報共有し、受注から

加工までの一連の作業に活用され

ている。

　受注伝票や売上伝票では、「品質

保証担当者」「納期」「重量」「入庫数」

「出庫数」などの項目を加えた。それ

▲滑り止め加工の作業

▲必要なデータは部署間で正確に情報共有

通信も可能だ。

　システムのカスタマイズとともに、川熱が高く評価しているのはメディアネットワークジャパ

ンのサポート体制である。井出氏はMNJ羅針盤シリーズ「売上管理Pro」(金属加工業向けカス

タマ管理Pro)について次のように述べている。

　「こちらの厳しいと思われる要望も適切に粘り強く対応してくれた。実際にMNJ羅針盤シリー

ズ「売上管理Pro」(金属加工業向けカスタマ管理Pro)を操作する現場でも、メディアさんのリ

モートサポートに助けられている。MNJ羅針盤シリーズ「売上管理Pro」(金属加工業向けカスタ

マ管理Pro)は当社にとって無くてはならない経営の基幹システムになっています」。

▲第二工場

経営情報販売管理システム

MNJ羅針盤シリーズ「売上管理Pro」（金属加工業向けカスタマ管理Pro）

東京都北区　03-3906-3561

▲品質管理ではISO9001を取得

C
T
I

I
T

I
D

P
O
S

P
O
S

M
N
J

P
O
S

P
O
S

C
T
I

I
D

P
O
S

C
R
M

M
N
J

I
D

P
O
S

A
B
C

R
F
M

 

クレジット管理クレジット管理

売上･売掛･販売管理売上･売掛･販売管理 発注･仕入･買掛管理発注･仕入･買掛管理

ポイント管理ポイント管理

顧客関連管理顧客関連管理

商談カタログ商談カタログ販売粗利管理機能搭載販売粗利管理機能搭載

売上集計分析管理売上集計分析管理顧客管理

商品管理

多重条件検索多重条件検索

RFM･ABC 分析RFM･ABC 分析ID-POS 機器

店舗･社員管理店舗･社員管理
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